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（2008 年 5 月 20 日掲載） 

 

No.22 生活保護制度における生活扶助基準算定方式の変遷を述べよ。 

解答 ①マーケット・バスケット方式（1948～1960 年） 

最低生活を維持するのに必要な飲食物費，被服費，光熱水費などの具体的な費用を積み上げる

が，主観的要素が入りやすく，一般世帯との格差が広がるという問題があった。 

②エンゲル方式（1961～1964 年） 

栄養審議会で算出する日本人の標準栄養所要量を満たす飲食物費を理論的に計算するが，基準

額が低い水準にとどまり，やはり格差拡大の問題があった。 

③格差縮小方式（1965～1983 年） 

毎年度の生活扶助基準改定時に格差縮小分を加味し，1983 年には中央社会福祉審議会は「国民

の消費実態との均衡上，ほぼ妥当な水準に達している」と結論づけた。 

④水準均衡方式（1984 年～現在） 

「前年度に想定される一般国民の消費動向を踏まえると同時に，前年までの消費水準との調整を

図る」ことで，一般世帯の消費水準と被保護世帯の消費水準における現状の格差を維持している

（現在，一般勤労者世帯のおおむね 7 割程度）。 

 
（注）「問題 16  2008 年度の年金額を示せ。」，「問題 23 生活保護制度における生活扶助基準額および保護の

実施機関と費用負担を示せ。」，「問題 58 「生活保護制度」の概要を述べよ。」，「問題 73 生活保護と公的年金

の違いについて述べよ。」，「問題 97 生活保護制度における医療扶助について述べよ。」を参照のこと。を参照の

こと。 
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